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例年より梅雨が早く明け、暑い時期が続いております。早い地区では、水稲の穂がちらほら見え始めました。

果菜類でオオタバコガ、ハダニ類が見られます。圃場をしっかり観察し、必要な潅水はしっかり、たっぷりお願いします。

【ハダニ類に注意】

　【イチジクの疫病・さび病に注意】

　雨が降る前の予防散布を心掛けてください。

　定期的な薬剤散布で8、9月のゲリラ豪雨、長雨等にも使用出来るよう、

　使用回数に注意してください。

畦畔の草刈りは終わっていますか？全国的にイネカメムシ（不稔米の原因）、

斑点米カメムシが多いと注意報（兵庫県病害虫防除所より）が出ています。阪神管内においても

イネカメムシの発生が確認されました。ウンカ類・カメムシ類は引き続き注意が必要ですので、

圃場をよく観察し、適期防除をお願いします。（写真右：イネカメムシ）

畦畔の草刈りは出穂２週間前までにすませましょう。

必ず農薬のラベルを確認し、使用基準を順守下さい。本件に関するお問い合わせは、お近くの営農支援センター

又は阪神農業改良普及センターまで。

ＪＡ兵庫六甲のＨＰにも掲載。　生産者の皆様へ≪その他≪阪神南部地区・阪神北部地区　野菜　水稲情報を参考下さい。

　発生予察情報誌（阪神管内　南部・北部）　
高温・乾燥注意！！

水稲情報　イネカメムシに注意！！

品目 病害名 薬剤名 ＦＲＡＣコード 希釈倍率 使用時期 使用回数

アミスター10フロアブル 11 1000倍 収穫前日まで 3回以内
ランマンフロアブル 21 2000倍 収穫前日まで ３回以内
ダコニール1000 Ｍ05 2000倍 収穫前日まで ２回以内

アミスター10フロアブル 11 1000倍 収穫前日まで 3回以内
アンビルフロアブル 3 1000倍 収穫前日まで 2回以内
ダコニール1000 Ｍ05 2000倍 収穫前日まで 2回以内

疫病

さび病

イチジク

マダラ模様の病斑

写真：疫病

症状：初期症状で葉に白い斑点状の吸汁痕（かすり状）が現れ、被害が進行すると褐色し

落葉します。その後、新しい葉に次々と移動していきます。

対策：〇育苗をハダニ発生ほ場の周辺で行わないようにしましょう。　

　　　　　　※サフオイル乳剤は野菜類で登録があります。

　　　　〇周辺のハダニ密度を極力低下させましょう。  （写真右：ナスの被害）

　　　　〇農薬を散布するときは、葉の裏表にまんべんなく散布し、他の農薬とローテーションしましょう。

ＩＲＡＣ 使用回数

3Ａ 合計3回以内

農薬名 適用害虫 10ａ当たりの使用量 使用時期

トレボン粉剤ＤＬ
カメムシ類、ツマグロヨコバイ、ウンカ類、コブノメイ

ガ、アザミウマ類、イナゴ類、ニカメイチュウ 3～4Ｋｇ

スタークル粒剤
ウンカ類、ツマグロヨコバイ、ニカメイチュウ、カメム

シ類 ３Ｋｇ

ウンカ類、ツマグロヨコバイ 250～500ｇ

カメムシ類 250ｇ

収穫７日前まで

4Ａ

合計3回以内
※スタークル粒剤、ス
タークル豆つぶは同
じジノテフランを成

分とするためスタークル豆つぶ剤


